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発災直後から事務局においてEMISやオクレン

ジャー（都道府県医・日医事務局災害時情報共

有システム）等より情報収集を行い、適宜関係

役員に情報共有を行っている。１月５日に日本

医師会から全国都道府県医師会に対してJMAT

派遣要請があり、同日郡市・医育機関医師会お

よびJMAT派遣実績のある一部の医療機関に派

遣依頼し、１月９日は日本医師会災害対策本部

会議に出席した。今後、長期間にわたるJMAT

派遣を想定した対応等について検討していく予

定である。

第22回常任理事会第22回常任理事会

日　時　　令和６年１月23日（火）18：30～ 19：20

場　所　　北海道医師会館・９階理事会室

出席者　　松家会長、藤原・佐古・鈴木各副会長、

三戸・目黒・橋本・水谷・山科・伊藤・

荒木・髙橋・寺本・白崎・村上各常任理

事、藤瀬監事、長瀬顧問

（Web参加者）青木・長谷部・菅田各常

任理事、梶・阿久津両監事

（事務局：三瓶事務局長ほか14名）

協議事項

第１号　令和６年度事業計画に関する件

（鈴木副会長）

　令和６年度の事業計画（案）を承認し、次回理事

会に諮り、第166回臨時代議員会に報告することと

決定。

第２号　令和６年度予算に関する件（目黒常任理事）

　令和６年度の予算（案）を承認し、次回理事会に

諮り、第166回臨時代議員会に報告することと決定。

第３号　母体保護法指定医師の指定に関する件

（目黒常任理事）

　持ち回りの審査委員会において指定可とされた新

規申請者１名を指定医師とすることと決定。

第４号　日本医師会生涯教育講座等の認定に関する

件（髙橋常任理事）

　申請のあった日医生涯教育講座８件を承認するこ

とと決定。

第５号　その他

⑴　２月行事予定に関する件（事務局）

報告事項

１．医師事務作業補助者スキルアップ講座［令和５

年度・Web併用］について（水谷常任理事）

　医師の働き方改革に関して、タスクシフトの担い

手である医師事務作業補助者のスキルアップを目的

に、Web併用形式により全４回開催した。精神科

や消化器内科など各専門の医師から病気の話や治療

方法について講演があり、医療関係職能団体等から

専門職種の業務等について説明後、各種診断書の文

第21回常任理事会第21回常任理事会

日　時　　令和６年１月９日（火）18：29～ 19：02

場　所　　北海道医師会館・９階理事会室

出席者　　松家会長、藤原・佐古・鈴木各副会長、

三戸・目黒・橋本・水谷・山科・伊藤・

青木・荒木・髙橋・寺本・白崎・村上各

常任理事、藤瀬監事、長瀬顧問

（Web参加者）長谷部・菅田両常任理事、

梶・阿久津両監事

（事務局：三瓶事務局長ほか14名）

協議事項

第１号　日本医師会生涯教育講座等の認定に関する

件（髙橋常任理事）

　申請のあった日医生涯教育講座４件を承認するこ

とと決定。

報告事項

１．外部各委員会報告

⑴　第８回北海道感染症対策有識者会議［12月25

日（月）］について（三戸常任理事）

　これまでの検証を通してまとめられた、北海

道における新たな感染症危機への対応の方向性

について、内容の最終確認を行い、今後、北海

道感染症予防計画等への反映や新たな感染症危

機への備えとしての活用など、引き続き北海道

として検討していくと説明があった。

⑵　第27回北海道救急業務高度化推進協議会［12

月27日（水）・Web併用］について（白崎常任理事）

　指導救命士および指導的救急救命士の認定・

活動状況、包括的事後検証の運用状況、医療機

関に勤務する救急救命士の認定方法等について

報告後、北海道救急業務プロトコル、北海道防

災航空隊プロトコルの改正およびオホーツク圏

の包括事後検証の一部見直しについて協議し、

全て承認された。

２．各部報告

⑴　能登半島地震の対応状況について

（白崎常任理事）

　１月１日に発生した能登半島地震について、

北海道医師会館９階理事会室
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書作成スキルについて実務的な演習を行った。受講

者数はのべ292名（会場40名、Web252名）であった。

来年度も同様の形式で開催する予定である。

２．日本医師会 令和６年能登半島地震 第３回・第

４回災害対策本部会議［１月16日（火）・１月23

日（火）・Web会議］について（白崎常任理事）

　石川県医師会から被災地の状況、JMAT調整本部

および調整支部の状況などの報告があった。当初、

石川県庁内の保健医療福祉調整本部の下にJMAT調

整本部、能登総合病院に七尾調整支部を設置した

が、行政機能が復活したことから１月16日より穴水

町に調整支部を移動して能登北部調整支部を設置、

さらに、金沢市に金沢以南調整支部を新設して1.5

次・２次避難所への派遣調整などを進めており、日

医からは被災地のニーズに応じた重装JMAT、標準

JMAT、軽装JMATの標準化を検討中であることな

どの説明があった。当会は日医の要請により、１月

16日からJMAT北海道の派遣を本格化し、１月29日

から統括JMATをJMAT調整本部へ派遣する予定で

ある。

３．認知症サポート医フォローアップ研修［１月13

日（土）・Web開催］について（荒木常任理事）

　北海道警察から高齢運転者対策の推進について、

北海道から北海道高齢者運転免許自主返納サポート

制度について説明後、特別講演として「アルツハイ

マー病：抗体療法の現状と展望」をテーマに、金沢

大学医薬保健研究域医学系脳神経内科学・小野賢二

郎教授より講演があった。参加者は114名であった。

４．都道府県医師会学校保健担当理事連絡協議会［１

月17日（水）・Web会議］について（荒木常任理事）

　日医・松本会長の挨拶後、「学校における健康診

断の課題について」をテーマに、心臓検診・腎臓検

診・運動器検診・小児生活習慣病検診・就学時健診

について、それぞれの立場から講演があった。引き

続き、日医・渡辺常任理事より事前アンケートの結

果について報告後、日医・茂松副会長による総括が

あり、閉会した。

５．外部各委員会報告

⑴　北海道防災会議［１月16日（火）］について

（松家会長）

　本会議の会長である鈴木知事の挨拶後、事務

局から北海道地域防災計画、北海道水防計画お

よび市町村地域防災計画の修正について説明が

あり、承認された。今年度の北海道防災総合訓

練や原子力防災総合訓練の実施結果について報

告後、令和６年能登半島地震に関する活動状況

について北海道、北海道開発局および陸上自衛

隊北部方面隊などから説明があった。小職から

は当会の対応やJMATの派遣状況について報告

した。


